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やっと半年、まだ半年

　中島公園の東隣にある事務所で働き始めて半年が過
ぎました。不慣れなことばかりではありましたが、突
然背広姿であちこちに挨拶回りでお邪魔すると、私の
珍しい出で立ちにインパクトがあったようで、たくさ
んの方々が時間を割いて私の話に耳を傾けてください
ました。皆さんからもお話を聞かせて頂いているうち
に、私の中にも段々とこの街でのミッションが具体的
に見えてきたような気もします。
　20年前の財団設立以前から、アーティストとして関わ
り続け、いよいよその中核に飛び込んできたわけですが、
右も左もわからない中、財団の職員たちや、劇場に足を
運んでくださる観客の皆さん、関係諸方面の皆さんたち
に支えられて、何とか半年を通過したところです。
　 6月からは20周年の記念リーフレットの配布を始
め、特別なご寄付のお願いを繰り返していました。皆
さんからの寄付額が 9月末の時点で100万円を超えた
と聞きました。さらに新規の協賛・後援会への入会も
数多くいただき、感謝とともに皆様から寄せられる期
待の大きさと、それ以上に、ご心配をおかけしている
のだということを、痛感しております。

　これまでと違い、東京のスケジュールを気にするこ
となく札幌の現場に張り付くことができ、それでも合
間を縫って東京の撮影所での映画・テレビドラマの仕
事もさせていただきながら、「鳥」「肝っ玉おっ母とそ
の子どもたち」 2作品で舞台に立たせて頂き、舞台上
から20周年のご挨拶をさせて頂くこともできました。
　今年度から力を入れ始めた、子どもたちへのアプロー
チや、社会包摂のためのいくつかの取り組みにも、私が
自ら道内各地の現場に出向き、久しぶりにワークショッ
プリーダーとして北海道の各地の皆さんと直接対峙した
ことの効果が大きかったのか、すぐに様々な反響があり、
10月以降、講演の依頼、ワークショップの依頼が立て続
けに舞い込んでいて、せっせと全道各地に出かけてゆき、
お話をしたり、ワークショップを実践したりしています。

　演劇というメディアが、他のメディアと決定的に異
なる点は、その表現の根幹が、人と人が直接対面して
交わされるコミュニケーションであるという点だと思い
ます。それであるが故にコストパフォーマンスが悪す
ぎるメディアではあるのですが、やはりわざわざ出か
けて行かなければなりませんし、わざわざ来てもらわ
なければなりません。久しぶりに広大な北海道を西へ
東へ南へ北へと走り回り、各地の人たちと直接対面し
お話することの重要性を改めて感じているところです。

　様々な地域・世代の中に飛び込んで行き、演劇の魅
力を伝え、劇場に演劇作品を観に来るだけでなく、北
海道内各地の生活や地域コミュニティ、教育現場、福
祉の現場、職場の人材育成やリーダー研修などに演劇
をどんどん使ってもらうための取り組みなど、ありと
あらゆる可能性を試し始めた半年でもありました。直
接動いて様々な場所に飛び込んでみると反響がスト
レートに返ってくるのがわかります。
　こうした新たな取り組みに対する期待とともに、本
来のミッションでもある、優れた舞台芸術作品を創造
し、発信する事への取り組みも、精度を高めて、これ
まで支え続けてくださっているファンの皆さんに、
もっと満足していただかなければなりません。
　皆様からのご期待、激励にお応えすべく、公益法人
としての経営の健全化のために、大きな改革をいくつ
か行わなければならず、この半年であらゆる事業の点
検を行ってまいりました。20年間走り続けてきたこの
組織のエンジンを一旦停止させて修理・点検するよう
な余裕もないので、様々な事業をフルスピードで回転
させながら大幅な改革を行うのは、至難の業ではあり
ますが、それをなんとしても成し遂げなければなりま
せん。春先に理事会に提出した 5か年計画に則って、
職員一同必死になって頑張っているところです。今後
ともご支援・ご協力を深くお願い申し上げます。

公益財団法人北海道演劇財団

芸術監督・常務理事　斎 藤　　 歩
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コミュニティ教育／演劇ワークショップ●

20 周年を迎えての札幌座

■札幌座第50回公演『肝っ玉おっ母とその子どもたち』
　2015年上半期に公演したドイツの劇作家ベルトル
ト・ブレヒトの代表作『肝っ玉おっ母とその子どもた
ち』（斎藤歩脚色・演出・音楽）は、札幌座の第50回公
演、そして北海道演劇財団20周年記念事業としてサン
ピアザ劇場で上演されました。今年から芸術監督に就
任した斎藤歩と共演したことのある福士惠二、伊東潤
（東京乾電池）、そして山田百次（青年団リンクホエイ・
劇団野の上）が東京から参加し、札幌座のメンバー以
外に櫻井幸絵（劇団千年王國）、納谷真大（イレブン
ナイン）、小佐部明広（劇団アトリエ）など札幌を代
表する演劇人も舞台に立つ、札幌座にとっては拠点シ
アターZOOを飛び出しての大規模な作品でした。
　東京から観劇に来た観客からは「東京では観ること
のできない、実にブレヒトらしい作品だった」と高い
評価を受け、幌車を曳き戦場を渡り歩く肝っ玉おっ母
（櫻井幸絵）を中心とした俳優たちのアンサンブルの
よさも注目されました。
　また、厚別区が昨年から区内の小学校 5年生を対象
とした団体鑑賞事業を実施しており、 5つの小学校か

パブリックな役割を帯
びた札幌の中核演劇創
造集団として、これま
で数多くの舞台を創っ
てきましたが、上半期
事業のように、これか
ら社会を担う子どもた
ちが演劇の楽しさを発
見できる作品と場創り
にも積極的に取り組ん
でいきます。

演劇制作グループ「札幌座」プロデューサー

木 村　 典 子

●演劇制作グループ

札幌座第50回公演／北海道演劇財団20周年事業
「肝っ玉おっ母とその子どもたち」 PHOTO／高橋克己

日本劇団協議会「日本の演劇人を育てるプロジェクト」
「鳥」 PHOTO／高橋克己 ワークショップの様子 本番直前の練習

ら約260人の子どもたちが劇場を訪れ観劇し、札幌座
がワークショップに通っている立命館慶翔中学校の 2
年生約220人も鑑賞しました。

■日本劇団協議会制作協力公演『鳥』
　日本劇団協議会「日本の演劇人を育てるプロジェク
ト」の制作協力公演として、ギリシャ喜劇『鳥』を上
演しました。札幌の若手俳優 4名を育成対象者に、札
幌座ディレクターの清水友陽演出、斎藤歩音楽、そし
て現在チェコを拠点に活動する人形劇師（オブジェク
トシアター）沢則行が、アクロバティックな舞台を展
開し、子どもから大人まで楽しめる作品になりました。
また、未就学児童が家族とともに鑑賞できる日を設け、
多彩な世代がひとつの舞台を鑑賞する豊かな劇場空間
を実現しました。

　札幌座は、1996年に北海道演劇財団の付属創造集団
「TPS」として発足し、2012年 4 月、北海道で演劇活
動を目指す演劇人が共同で活動する場となるよう「札
幌座」と名称をあらためました。民間でありながらも、

中学生の最高の舞台がここに

　今年も「中学演劇部のための創作ワークショップ」
（中文連演劇ワークショップ上級編）が開催されまし
た。今、高校演劇界だけではなく、中学生演劇界でも
最も有名といってもよいほどの畑澤聖悟氏（劇作家・
演出家／渡辺源四郎商店主宰）から直接指導を受け、
自身の戯曲を 5日間で創作し発表するという、一見無
謀なWSです。
　畑澤氏は全国のあちこちでこのようなワークショッ
プを手掛けているようですが、この札幌で初めて企画
したのが 8年前。中学生演劇に情熱を燃やしていた故
竹生東先生によって実現しました。最初の畑澤作品は
『修学旅行』。シアターZOOで上演され、生徒公開の
ほかに一般公開日も設けました。大盛況のうちに終了
したことを覚えています。
　さて、 7回目となる今回のWS。演目は『もしイタ
～もし高校野球の女子マネージャーが青森の「イタコ」
を呼んだら～』。 4年前に一度取り組んだことのある
作品です。いつも会場の広さなどを考慮しながら畑澤

札幌市立南が丘中学校教諭

山 本　 博 康

先生と相談しながら演目を決めています。今年の舞台
が少し広めのコンカリーニョであったことから、出演
者の多いこの演目に決まりました。
　今年は 6月26日（日）のオーディションから始まり
ました。札幌市の演劇部中学生がこぞって応募し、役
を争いました。そこで選ばれたキャストが 8月、札幌
の中学生演劇発表大会直後におこなわれるこのWSに
参加します。札幌市内の演劇部全体から選ばれたキャ
ストなのですから、相当レベルの高いお芝居が期待さ
れ、顧問の先生たちもハラハラドキドキしましたが、
今回も素晴らしい出来ばえとなりました。最終日に行
われる一般公開は満席で、会場整理に困るくらいでし
た。感謝です。
　このWSはまさしく上級。今では、札幌の中学校演
劇部員にとって最高の舞台の場となっています。また、
わたしたち指導者にとっても創作・演出を学ぶ貴重な
機会となっています。
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●劇場運営グループ

母と劇場と演劇と

　私は母の影響で劇場が好きなんです。
　私が生まれ育った大阪では映画産業
が全盛の頃で、家の近くは映画館が 6館
もあり、それも密集していました。
　その映画館では大衆演劇も上演さ
れ、映画と実演とが一日に交互に上演
（上映）されていて両方を見ること事
が出来るのです。
　そんな環境で育ち、小さい頃から芝
居が好きな母に連れられて、芝居小屋
に通っていました。

一般社団法人北海道ダンスプロジェクト

宏 瀬　 賢 二

し外の世界に出て色んな出会いにより、魂が浄化される。
　勝手にそんな解釈をしてしまいました。
　ダンスもそうなのですが、見る人達が勝手に解釈し
て下さって良いと思っているもので、すみません。
　
　どこの国も同じですが、どうして人間って争いが好
きなのか、韓国も歴史的に韓国以外から攻められる争
いが多くあったと思います。
　その為の怒りや哀しみがあり、その血の伝承は忘れ
てはならないと思いますが。
　私でさえ戦後22年に生まれましたので戦争は知りま
せんが、子供の頃お祭りに行けば、手や足を無くされ
た軍人さん達が座っているのを、子供心に痛々しく感
じた憶えがあります。
　そんな思いが、この「私の名は河」を見て感じられ
ました。
　平和・幸せを大切にしなければと。
　一つの演劇作品から色んな事を思い出し、また、考
える事が出来るって素晴らしいと思います。そんな風
に影響を与えてくれた母親に感謝しています。

　2010年に韓国ダンスフェスティバルがあり、10月と
11月、ソウルに行きました。
　 2ヶ月の間、コンテンポラリーや色んなダンスやコ
ンテストが開催されていて羨ましかったです。
　その会場が大学路という名称の所にあり、演劇など
も沢山上演されていて、子供の頃の大阪のムードがし
て懐かしく思い出されました。
　札幌も演劇が盛んになって来ましたが、劇場が離れ
ているので、狸小路あたりに劇場が並び、大学路の様
に賑わえば良いのにと思っています。
　コンテンポラリーダンスやヒップホップ、そして演
劇も韓国では盛んで、シアターZOOでの韓国コンテ
ダンサー参加の「raprap」、そして韓国演劇「私の名
は河」が上演され興味深く見せて頂きました。
　「raprap」は、韓国・日本の両ダンサーのコラボ、
そしてアイヌの伝統歌が入り素敵な融合の時間がそこ
にありました。
　その作品から、私は喜びや哀しみ、また生きている
意味や豊かな自然や大地からの恵みへの感謝の心が感
じられました。人間の持っている素朴な神への感謝が
見えました。
　シアターZOOで上演する意味もありましたが、野外
の自然の中でもっと大人数でこの作品を見たいなとも
思いました。自然の前では人間って小さなものだと思
いますが、是非自然の中での再演を！！
　もう一つの劇団青羽「私の名は河」にも忘れてはい
けない人の心を感じました。もう亡くなっているかも知
れない女の子が父母を探しに、居た土地から勇気を出

劇団青羽「私の名は河」
‘外国語でえんげきをみよう’をテーマに子どもたちも
観劇。韓国の歌を覚えて舞台で披露しました。
PHOTO／高橋克己

日韓ダンスプロジェクト「raprap」
アイヌの伝承歌ウポポと韓国と札幌のダン
サーによるシアターZOO初のダンス企画。

　劇団東京乾電池設立40周年記念公演「ただの自転車屋」
は、北海道内 8カ所、道外 4カ所で実施、すべての公演地
でほぼ満席のお客様にご来場いただきました。シアター
ZOO公演も 7ステージすべて完売、北海道演劇財団・シ
アターZOOの周年事業として、大変に嬉しい成果となり
ました。各地の劇場へご来場いただいた皆様、ありがとう
ございました。
　
　「2016年に劇団創立40周年を迎えるにあたり、創立メン
バーの柄本明・ベンガル・綾田俊樹 3人の出演作品を北村
想さん新作書下ろしで製作する、ついては北海道内での公
演を」というお話をいただいたのが昨年（2015年）の春で
した。
　当財団では、毎年のように劇団東京乾電池作品を実施し
てきました。劇団員約40名の出演でその祝祭性を見事に表
現したシェイクスピア「夏の夜の夢」（2004年、道内 3か所）、
これも劇団員30名で長屋に住む無名の人々を描いた小津映
画名作の舞台化「長屋紳士録」（2005・2008年、道内 8カ所）、
核戦争後の荒廃した世界を描いて80年代の小劇場演劇に大
きな影響を与えた北村想の傑作「寿歌」（2013年道内・東北
5か所）など、柄本明氏率いる東京乾電池の仕事は、いつ
でも演劇というものに対するラジカルな問いを私たちに投
げかけてくるのです。「面白いって、何？」「見られること、
見ること」「俳優というもの、演劇というもの」…。
　そして今回は、実に久しぶりの創立メンバー 3人の共演
です。北海道で記憶にあるのは、2004年に釧路町での野外
公演も行った「夏の夜の夢」くらいでしょうか。2016年度
の地域での演劇公演として各地にご紹介すること、当財団
周年事業の第一弾として取り組むことが決定しました。

　 6月の東京・本多劇場での 1週間の公演後、旅公演が始
まりました。 7月 8日の石川県・能登演劇堂から 8月11日
のシアターZOO千秋楽まで、御三方（+ 1名、山地健仁さん）
は毎日が芝居を探し続ける日々でした。ああ、このひとた
ちは、こうして40年芝居と向き合ってきたんだなあと、改
めて思ったものです。公演パンフレットに寄せた柄本さん
のコメントをご紹介します。
　「わかんない。脚本が非常に…。いつもわかんないけど、
今回の脚本は特にわかんない。でも、そのわかんないって
いうことが全然つまらなくない。つまり、わかんないから
考えることができる。だから面白い。逆の言い方をすれば、
わかるからつまらない。」
　
　芝居の後半、台風の接近に伴い豪雨となり、この雨が劇
中で重要な役割を果たすのですが、実は舞台で雨を降らせ
るのって、難しいのです。ホンモノの水を使えばいいような
ものですが（“ホンミズ”などと言います）、これにはすごく
手間と時間、つまりお金がかかります。その割に、本物の水
が舞台上で降ると一瞬驚いたりするのですが、効果として
はあんまり、イマイチ、だったりするのです。そこで、いか

劇団東京乾電池「ただの自転車屋」

地域文化グループ・事業副部長

横 尾　　 寛

地域文化グループ●

劇団東京乾電池「ただの自転車屋」
 PHOTO／高橋克己

にお金をかけないで
降り続ける雨を表現
するには…劇団員で
必死に試行錯誤した
結果は…。ご覧いた
だいた皆様、効果は
いかがだったでしょ
うか？ “雨”の正体
はわかりましたか？
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●事業短信 オフィシャルパートナー●
2016年 4 月 1 日～2016年 9 月30日

演劇の企画・製作活動
〈札幌座公演〉
● 北海道演劇財団20周年記念事業／サンピアザ劇場企画公演プレミアムス
テージ第50回公演「肝っ玉おっ母とその子どもたち」

　（作：ベルトルト・ブレヒト　翻訳：岩淵達治　脚色・演出・音楽：斎藤歩）
　9月23日（金）～28日（水）（8公演＋団体鑑賞2公演）　サンピアザ劇場
〈その他の公演〉
●日本の演劇人を育てるプロジェクト・新進演劇人育成公演《俳優部門》制作協力公演「鳥」
　（原作：アリストパネス 訳：呉茂一 脚色・演出：清水友陽 人形デザイン：沢則行 音楽：斎藤歩）
　7月　8日（金）～14日（木）（8公演）　シアターZOO
〈ワークショップ〉
●小中学生のための演劇ワークショップ（文化庁「劇場・音楽堂等活性化事業」）
　6月29日（水）～9月12日（月）（8回）
　江別市立野幌若葉小学校、立命館慶祥中学校、ほか
●中学演劇部のための創作ワークショップ（文化庁「劇場・音楽堂等活性化事業」）
　6月26日（日）、　8月　9日（火）～12日（土）（6回）
　生活文化施設コンカリーニョ、ほか
●高校演劇部のための創作ワークショップ（文化庁「劇場・音楽堂等活性化事業」）
　8月　2日（火）～18日（木）（2回）　北海道札幌琴似工業高校（定時制）
●文化芸術による子供の育成事業（文化庁／講師派遣）（6回）
　9月　1日（木）～16日（金）（6回）
　洞爺湖町立洞爺中学校、石狩市立生振小学校
●児童生徒のコミュニケーションの育成に資する芸術表現体験（文部科学省／講師派遣）
　9月　7日（水）～28日（水）（3回）
　札幌市立幌西小学校、立命館慶祥中学校
●その他（講師派遣）
　4月11日（月）～13日（水）（2回）　立命館慶祥高校（スタートアップ研修）
　5月14日（土）（1回）
　中文連演劇専門委員会（中文連演劇ワークショップ2016初級編）
　6月11日（土）（1回）　紋別市社会福祉協議会（ボラセンjr.学習会）
　8月　1日（月）（1回）　札幌芸術の森（国際ユースジャズキャンプ）
　9月　5日（月）～13日（火）（4回）
　札幌市立厚別東小学校、札幌市立信濃小学校、ほか
　（厚別区「小学校演劇鑑賞会」事前学習）

劇場運営活動

〈シアターZOO企画・提携公演〉
●弦巻楽団「サウンズ・オブ・サイレンシーズ」（作・演出：弦巻啓太）
　4月13日～18日（8公演）
● シアターZOO発ダンスプロジェクト「raprap」（振付・出演：チョン・ヨ
ンドゥ、東海林靖志）

　5月13日～15日（3公演）
●劇団青羽「私の名は河」（作：コ・ヨノク、演出：キム・カンボ）
　6月3日～5日（3公演）
●劇団パーソンズ「宇宙のはしっこ、はんぶんこ。」（作・演出：畠山由貴）
　7月1日～4日（6公演）

●RED KING CRAB「我夢捨螺」（作・演出：竹原圭一）
　7月22日～24日（5公演）
●空晴「ここも誰かの旅先」（作・演出：岡部尚子）
　9月10日～11日（3公演）
〈シアターZOO寄席〉
●春のシアターZOO寄席
　「春爛漫 爆笑寄席」「雀々・枝光二人会」
　5月　8日（2公演）
●夏のシアターZOO寄席
　「夏だ！笑いだ！大爆笑」「柏枝・枝光二人会」
　7月18日（2公演）
〈シアターZOOの一般貸し出し〉
　9団体　48日

地域文化活動
●「フォーエバー　プラッド」
　（作：スチュワート・ロス　演出：板垣恭一　出演：川平慈英　長野博　松岡充　鈴木壮麻）
　5月　7日　刈谷市総合文化センター（愛知県刈谷市）
　5月　8日　富山県民会館（富山県富山市）
　5月11日　高知市文化プラザ（高知県高知市）
　5月12日　サンポートホール高松（香川県高松市）
　5月15日　熊谷文化創造館さくらめいと（埼玉県熊谷市）
●劇団東京乾電池「ただの自転車屋」
　（作：北村想　演出：柄本明　出演：柄本明　綾田俊樹　ベンガル　山地健仁）
　7月　8日～10日　能登演劇堂（石川県七尾市）
　7月13日　サンシティホール（埼玉県越谷市）
　7月16日　掛川市生涯学習センター（静岡県掛川市）
　7月23日　盛岡劇場（岩手県盛岡市）
　7月27日　七飯町文化センター（七飯町）
　7月29日　大空町教育文化会館（大空町）
　7月30日　湧別町文化センターTOM（湧別町）
　8月　1日　たかすメロディーホール（鷹栖町）
　8月　2日　富良野演劇工場（富良野市）
　8月　4日　苫前町公民館（苫前町）
　8月　5日　室蘭市文化センター（室蘭市）
　8月　7日～11日　シアターZOO（札幌市）
●「ザ・フルーツ」
　（作・演出・音楽：中島淳彦　出演：春風亭昇太　六角精児　井之上隆志　中島淳彦　ほか）
　7月21日　だて歴史の杜カルチャーセンター（伊達市）
　7月24日　音更町文化センター（音更町）
　7月25日　あさひサンライズホール（士別市）
　7月27日　斜里町公民館ゆめホール知床（斜里町）
　7月28日　中標津町総合文化会館（中標津町）
●「白石加代子　百物語」アンコール上演　
　（構成・演出：鴨下信一　出演：白石加代子）
　9月10日　道新ホール（札幌市）

『演劇支援自動販売機』にご協力を！
2011年から北海道キリンビバレッジ株式会社様と連携し、「演劇
支援自動販売機」による演劇支援を行っています。自販機を
気軽に利用して頂くことで、北海道・札幌の演劇を応援 ！ 売
り上げの一部が当財団の演劇振興事業推進に使われ
ています。現在、シアターZOO入口のほか、市内4カ所
に設置されています（一覧をご参照ください）。

愛犬美容看護専門学校
アクトコール株式会社
キャトレール中島公園
北海道文化放送株式会社
株式会社 ノヴェロ
社会医療法人 孝仁会 心臓血管
センター 北海道大野病院

（敬称略）

《設置協力社一覧》

　本財団では、広く皆さまからのご支援をいただくための「オフィシャルパートナーシステム」を設けております。
本財団の事業にご理解とご賛同いただき、パートナーとしてご支援を賜りますようお願いいたします。

『オフィシャルパートナーには、つぎの三つがございます』

特別協賛団体
年額／１口50万円以上

〇広報紙「H-PAF NEWS」に団体の広告を掲載させていただきます。

〇シアターZOOロビー、広報紙「H-PAF NEWS」、シアターZOO「STAGE
　NEWS」、ホームページ、札幌座公演チラシ＆パンフレットで団体名を紹
介させていただきます。

〇札幌座札幌公演にご招待いたします。

後援会会員 年額／1口3万円以上協賛団体 年額／1口5万円以上

〇広報紙「H-PAF NEWS」、ホームページで会員
名を紹介させていただきます。

〇本財団主催公演案内をご送付いたします。

〇シアターZOO「STAGE NEWS」、ホームページ
で団体名を紹介させていただきます。

〇札幌座札幌公演にご招待いたします。

『ご寄付は、税制上の優遇措置が受けられます』

法人および個人のご寄付の場合、いずれも優遇措置を受けるには、確定申告の届け出と「寄付金受領証」（本財
団発行）の添付が必要です。詳細は本財団までお問い合わせください。

公益財団法人北海道演劇財団20周年特別なご寄付のお願い
　北海道演劇財団は、日本でも前例のない演劇に特化した民間の財団として、演劇を通じて北海道の文化
芸術を活発にし、道内各地に暮らしながら上質な舞台芸術に触れることのできる機会を飛躍的に増やして
まいりました。
　このたび設立20周年の節目に、12の団体、39名の個人の方々から110万円にのぼるご寄付（10月末現在）
を賜りました。心よりお礼申し上げます。
　今後はこれまでの活動に加えて、未来を担う子どもたちに表現・創造・出会いの豊かさを伝える様々な
取り組みを積極的に展開し、社会から必要とされる演劇の役割の確立と、その魅力を増す努力を続けてま
いります。なにとぞ多くの皆様からのご寄付をお願い申し上げます。

ご寄付に関してはホームページをご覧ください。
北海道演劇財団20周年特設ホームページ　http://sapporoza.wixsite.com/h-paf-20th
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特別協賛団体 （2016年10月31日現在）

ホクレン 北海道テレビ放送 北海道新聞
北洋銀行 岩本・佐藤法律事務所

協賛団体

㈱アインホールディングス 酒林坊 フルテック㈱
㈱アジアン・スマイルコム ㈲スタジオコバ 北海道キリンビバレッジ㈱
㈱井上 ㈱ダブルス ㈱北海道ロビアン商事
岩田地崎建設㈱ ㈱nice ㈱幌北不動産
山藤三陽印刷㈱ 中西印刷㈱ ㈱岬水産
㈱トップシーン札幌

後援会会員

㈱アイフードコーポレーションTAMI ㈱サン設計事務所 ㈱ネオインターナショナル（Smooch）
㈱アイワード スタジオコパン ㈱ノックアウト
秋山不動産㈲ ㈱ステージアンサンブル ㈲花たく
アクトコール㈱ ㈲ステップス ㈱富士メガネ
㈱あるた出版 ㈱昭和ビル ㈱北洋銀行
HTB映像㈱ セイコーマートながい 北海道ガス㈱
㈱HTBプロモーション ㈱創文 ㈱北海道新聞社
NPO法人音更町文化事業協会 千歳鮨薄野店 北海道テレビ放送㈱
㈱近畿日本ツーリスト北海道 ㈱テレビ北海道 北海道文化放送㈱
（特非）札幌座くらぶ ㈱電通北海道 北海道放送㈱
札幌テレビ放送㈱ ㈱東翔

●オフィシャルパートナー
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